ノートはなぜ必要なのかWhy
・ 人間はすべてのことを覚えておけない 
・ 記録する習慣をつけることの重要性 
・ 考えを整理することができる。予想→結果から考える→結論
・ 実験中に気付かないことでも、あとで記録を見て新しい発見をすることがある 

ノートの書き方　共通ルール　
・ ボールペンで記入⇒間違いは二重線を引いて訂正（修正液は使用不可）
・その場ですぐ書く

研究準備ノート(１年生)の作り方　
研究準備ノートは,みなさんが行う研究の根拠資料になります。そのため，情報を記録する必要があります。

１ 研究準備ノートに何を書くか What
①調べた情報の記録　②情報の比較　③アイデア　④自分の考え 　情報をこの1冊にどんどん集めましょう。 

２ 研究準備ノートをいつ記入するかWhen⇒その場ですぐ書く

３ どのように書くのかHow⇒情報元を正確に
	研究準備ノート

	日時

	参考文献の記録 


	要約


	メモ


	スケジュール



 (
情報元に戻れるように正確に記録する
必要な情報を箇条書きでも
いい
【
コピーを貼ってもOK
】
) (
新たな情報から思いついたこと、アイデアなど何でも記録に残そう。また、
シンキングツールを利用すると整理しやすい
) (
授業時間を考慮して、いつまでに何をするか、
【見通しをもってスケジュール立てることも重要】
)

研究ノート(2年生)の作り方　※1年生の予備実験はこっちの書き方
研究（実験）ノートは,みなさんが行った研究の物的証拠になります。
そのため,全実験結果を記録する必要があります。実験をしながら毎時間書くこと。 

１ 研究（実験）ノートに何を書くか What
① 実験テーマ ② 実験目的 ③ 実験日時 ④ 天候,気温 ⑤ 方法 ⑥ 実験操作 ⑦ 測定データ 
⑧ 実験中のできごと,気がついたこと ⑨ 匂い,色,形など ⑩ スケッチ ⑪ 自分の考え 
などその実験に関係する全てのものごとを記録しましょう。 とくに,⑧,⑨は具体的に記載することを心がける。 
２ 研究（実験）ノートをいつ記入するかWhen
 (
実験前
 → 必要な材料,操作手順，注意事項 
実験中
 → 観察記録,実験結果 
実験後
 → 考察,数値計算 
)




実験の予習をする段階で調べた情報や,作業をスムーズに進めるためのフローチャート(手順),注意点など前もって記入する。これにより間違いや操作のやり忘れ、危険の抑止に繋がります。 
また,実験中に記入すべき観察記録や実験結果などは必ずその場で記入する。メモを取りあとからノートに清書をすると,記入漏れに繋がるのでやめること。本人や第三者が読めればよいので、美しく体裁を整えて書く必要はありません

３ どのように書くのかHow⇒事実を忠実に 
研究（実験）ノートにやってもいない操作や,ごまかした数値を書く行為は絶対にしないように。 
また,ボールペンで記入し,間違いは二重線を引いて訂正し,どのように書き間違えたかわかるようにしておくこと。 
 (
授業時間を考慮して、いつまでに何をするか、
何時間で何をするかを記載する。
【見通しを
もってスケジュール
立て
る
ことも
重要
】
) (
細かな操作では無く、どういった方法で研究をしていくのかを記載する。
図やイラストを用いても良い。
 
) (
実験に必要なものはすべて書くこと。数量などの情報も忘れずに記載する。
 
)
	研究(実験)ノート①研究テーマ

	仮説

	材料 


	方法



	スケジュール




 (
箇条書きで構わない。
見やすさを第一に。
実験を行う前に書いておく。実験当日異なる操作をした場合は追加でメモしておく。
また注意点も書いておくとミスや危険の防止になる。
)
	ノート②実験目的

	手順



	メモ

	結果 


	

	考察 

	次回の日程



 (
実験
中に
気がついたことや、出来事をメモする。
)
 




 (
毎時間行った実験の結果の振り返り。
 
)
 (
実験データなどを記載する。記入しやすいように表などを事前に書いておくとよい。
)




原則1日1ページ、１つの操作で日をまたぐ場合も次のページに移る。その際。手順は省略してもよい
 (
○
 参考：「楽しい勉強」寺本紫織  http://hanamihanasaku.cocolog-nifty.com/sunari/2012/12/post-5f51.html
)
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